
仲間づくり実践セミナー
第一部 「仲間づくりの具体的な手法を学ぶ」

2023年3月4日

自治労 総合組織局



セミナーの目的

▪ 単組における非正規労働者の加入のすすめ方を学ぶ

▪ 具体的な組織化の手法、課題の克服方法の学習

▪ セミナーで学んだことを生かして単組で組織拡大に取組みの実践につなげる。

次 第

10：00
あいさつ
セミナーの目的

青木 雄次 総合組織局長
比田井 修 強化拡大局長

10：10 講座1 「非正規労働者の組織化を進めるにあたって」 佐藤 久美子 強化拡大局長

10：25
講座2 「非正規労働者の組織化の具体的なすすめ方」
質疑応答

永井 歩 組織拡大オルグ

10：55

事例紹介（動画）
「各務原市会計年度任用職員労働組合誕生までの取り組み」
「会計年度任用職員評議会設立について」

岐阜県本部 各務原市職員労働組合連合会
山口県本部 長門市職員労働組合

11：30
模擬オルグ
「意見交換会」「組合説明会」「職場オルグ」動画視聴と解説

北川 啓子 組織拡大オルグ

12：10 質疑応答

まとめ 青木 雄次 総合組織局長

12：15 閉会



非正規労働者の組織化を進めるにあたって
2023仲間づくり実践セミナー

自治労本部 総合組織局

強化拡大局長 佐藤久美子

3

講座1



4

会計年度任用職員全体の現状

◎ 80万人自治労回復をめざす「第5次組織強化・拡大推進計画」においても、

非正規労働者の組織化を飛躍的に向上させることが求められている。

◎「第15回自治労組織基本調査(2021年6月30日)」によると、

会計年度任用職員の組合員は25,378人(4.1％）、2019年調査から
1229人(4.6％）の減少となっています。

又、臨時・非常勤等職員は34,963人(5.2％)となっており、2019年調
査と 比べて1,499人減少し（4.1％減）2019年調査（5.6％）からさらに低下
しています。



• 適用されている給料表は、
「類似する常勤職員と同じ給料表」

73.8％
「異なる給料表」24.5％

（「異なる給料表」を適用している場合）

• 給料表の水準は
「常勤職員よりも低い水準の給料表」

62.0％

第６章 会計年度任用職員の賃金等制度
２．適用されている給料
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73.8

83.7

84.3

75.4

70.5

69.8

24.5

14.0

15.7

23.6

26.7

30.2

1.7

2.3

－

1.0

2.8

－

自治体計  

都道府県  

県都・政令市・  

特別区  

一般市  

町村  

一部事務組合・  

広域連合  

件
数

1087

43

51

479

461

53

団
体
区
分
別

類
似
す
る
常
勤
職
員

と
同
じ
給
料
表

類
似
す
る
常
勤
職
員

と
は
異
な
る
給
料
表

無
回
答

0.4

－

－

0.9

－

－

34.2

33.3

25.0

29.2

40.7

25.0

62.0

66.7

75.0

65.5

56.9

68.8

3.4

－

－

4.4

2.4

6.3

自治体計  

都道府県  

県都・政令市・  

特別区  

一般市  

町村  

一部事務組合・  

広域連合  

件
数

266

6

8

113

123

16

団
体
区
分
別

常
勤
職
員
よ
り
も
高

い
水
準
の
給
料
表

常
勤
職
員
と
均
衡
し

た
水
準
の
給
料
表

常
勤
職
員
よ
り
も
低

い
水
準
の
給
料
表

無
回
答

会計年度任用職員に適用されている給料表

常勤職員と比べた給料表の水準（「類似する常勤職員とは異なる給料表」の場合）

２０２２年度自治体賃金等制度調査結果より



• 報酬の水準設定は、

「基準月額の時間比例ですべて設定」は73.7％
→時間比例でないケースがあるところも２割

• 一般事務の賃金の支給形態
→「月給制」64.2％
「時給制」53.3％、

第６章 会計年度任用職員の賃金等制度
３．会計年度任用職員（パートタイム）など勤務時間が短い場合の報酬の水準設定
４．会計年度任用職員（パートタイム）の賃金の支給形態
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図書館司書　‌ (N=593)
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(%) 時給制  日給制  月給制  

73.7

79.1

76.5

76.4

69.0

83.0

17.3

16.3

17.6

16.1

20.4

1
.
9

4
.
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2
.
3

5.9

4
.
8

4.6

3
.
8

4
.
4

2
.
3

－

2
.
7

6.1

11.3

自治体計  

都道府県  

県都・政令市・  

特別区  

一般市  

町村  

一部事務組合・  

広域連合  

件
数

1087

43

51

479

461

53

団
体
区
分
別

基
準
月
額
の
時
間
比

例
で
す
べ
て
設
定

時
間
比
例
と
そ
う
で

な
い
も
の
の
両
方

基
準
月
額
の
時
間
比

例
と
し
て
い
な
い

無
回
答

会計年度任用職員（パートタイム）など勤務時間が短い場合の
報酬の水準設定

会計年度任用職員（パートタイム）の賃金の支給形態



• 初任給の適用基準は,
「類似する常勤職員と異なる基準」が

57.7％
→「同じ基準」は38.1％にとどまる

• 初めて任用される場合の前歴換算は、
「調整している（常勤職員と同様）」

23.7％
「調整している（常勤職員と異なる）」

35.2％
「調整はしていない」36.5％

→取扱いは割れている

第６章 会計年度任用職員の賃金等制度
５．初任給の適用基準 ６．初めて任用される場合の前歴換算
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38.1

34.9

35.3

35.1

40.6

49.1

57.7

62.8

62.7

61.4

53.8

49.1

4.2

2.3

2.0

3.5

5.6

1.9

自治体計  

都道府県  

県都・政令市・  

特別区  

一般市  

町村  

一部事務組合・  

広域連合  

件
数

1087

43

51

479

461

53

団
体
区
分
別

類
似
す
る
常
勤
職
員

と
同
じ
基
準

類
似
す
る
常
勤
職
員

と
異
な
る
基
準

無
回
答

23.7

37.2

17.6

18.0

29.1

24.5

35.2

39.5

43.1

34.0

35.1

35.8

36.5

18.6

39.2

44.1

30.4

34.0

4.5

4.7

－

4.0

5.4

5.7

自治体計  

都道府県  

県都・政令市・  

特別区  

一般市  

町村  

一部事務組合・  

広域連合  

件
数

1087

43

51

479

461

53

＊
調
整
し
て
い
る
計

59.0

76.7

60.8

52.0

64.2

60.4

団
体
区
分
別

調
整
し
て
い
る
（
常

勤
職
員
と
同
様
）

調
整
し
て
い
る
（
常

勤
職
員
と
異
な
る
）

職
務
経
験
等
に
基
づ

く
調
整
は
し
て
な
い

無
回
答

会計年度任用職員の初任給の適用基準

初めて任用される場合の給料格付けでの学歴・免許および職務経験等に基づく
調整（前歴換算）



• 再度任用される場合の昇
給幅（昇給がある場合）は、

一般事務の場合
「常勤職員と同様の昇給」

41.4％
＜常勤職員と異なる昇給＞

47.9％

→常勤職員と同じ・異なるで
二分

第６章 会計年度任用職員の賃金等制度
１０．再度任用される場合の昇給（「昇給がある」の場合）

8

会計年度任用職員が再度任用される場合、常勤職員と同様の昇給（４号昇給）実施の有無
（「昇給がある（上限はない）」、「昇給がある（上限がある）」の場合）

41.4

41.2

35.9

34.7

39.8

4.3

4.5

5.2

4.6

5.6

10.7

10.7

11.0

11.7

11.3

18.8

20.3

19.0

19.8

18.9

14.1

15.2

15.4

14.9

14.5

6.2

3
.
8

7.6

7.3

5.2

4.6

4
.
4

5.9

7.0

4.6

一般事務  

保育所保育士  

学校給食関係職員  

学童指導員  

図書館司書  

件
数

892

665

538

369

497

＊
常
勤
職
員
と
は
異

な
る
昇
給
計

47.9

50.7

50.6

50.9

50.3

常
勤
職
員
と
同
様
の

昇
給

常
勤
職
員
と
異
な
る

昇
給
・
３
号
俸
相
当

常
勤
職
員
と
異
な
る

昇
給
・
２
号
俸
相
当

常
勤
職
員
と
異
な
る

昇
給
・
１
号
俸
相
当

常
勤
職
員
と
異
な
る

昇
給
・
そ
の
他

昇
給
は
な
い

無
回
答



• 期末手当は＜支給あり＞が96.7％、ただし内訳は割れている
「期末手当あり（常勤職員と同じかそれ以上の支給月数）」が63.3％
「期末手当あり（常勤職員とは異なる支給月数）」が33.4％

• 期末手当の支給月数の2.40か月（中央値）

• 勤勉手当は「支給がない」92.8％

第６章 会計年度任用職員の賃金等制度
１２．期末手当、勤勉手当
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63.3

1.
5

33.4

2.
6

0
.
5

92.8

2
.
9

3.1

期末手当  

勤勉手当  

第6－23図 常勤職員と比べた支給月数

件
数

1087

1087

＊
支
給
あ
り
計

96.7

4.0

中
央
値
・
か
月
分

2.40 

常
勤
職
員
と
同
じ
か

そ
れ
以
上

常
勤
職
員
と
は
異
な

る 支
給
が
な
い

無
回
答



なぜ組織化が必要か！

なぜ正規職員の組合費を使って会計年度任
用職員の組織化に取り組むのか？

会計年度任用職員の労働条件が低位であれば、人は集まらず職場

は人員不足になってしまいます。そして人員不足のしわ寄せは正

規職員にきてしまいます。正規職員の労働条件を守るためにも

低い労働条件にある会計年度任用職員の処遇改善が必要です。

会計年度任用職員を組織化したら正規職員
から不満が出るのではないか？

正規職員の組合員から会計年度任用職員の組織化に反対する声が

出ることはあります。しかし、大半は組織化の必要性がわからな

いことからの意見です。先ずは学習会や職場オルグなど組織化の

必要性の理解を深める取り組みが必要です。

正規職員と会計年度任用職員とでは業務内
容も責任も違うのではないか？

「同一価値労働同一賃金」の基本原則からいえば、会計年度任用

職員には正規職員との均衡な待遇が実現されなければなりません。

正規職員と会計年度任用職員の責任や業務内容の差と労働条件の差

は均衡がとれているでしょうか？

基本単組で会計年度任用職員の労働条件改
善は要求している。

労働組合は当事者が自ら意見を言うことが大切です。正規職員が

やってあげるのでなく、一緒にたたかうことを考えたほうが組織強

化にもつながります。
10



組織化優先対象職場の検討

職場ごとに組織化 全体を組織化

対象
保育所など、会計年度任用職員が多い職
場を一つずつ組織化していきます。

全職場の会計年度任用職員を対象に組織化します。

利点

・職場の課題を絞りやすい

・組合員の理解を得られた職場から始め
ることができる。

・先に現場の組織化に進むことができる。

・会計年度任用職員全体にかかわる改題の改善に
取り組みやすい。

・単組の組織力のアップ。

・組合の交渉力のアップ。

課題

・一部の職場の組織化にとどまってしま
い組織化が全体に広がらない事がある。

・会計年度任用職員全体にかかわる課題
や労働条件の改善は一部の職場だけの
組織化では交渉が困難。

・各職場委員が協力するなど、組織化の態勢を整
える必要がある。

・各職場で少人数の加入になった場合、各職種・
現場で条件が違うため要求項目をまとめにくく
なる。

11



組織化後の運動

組織化したあとの運動について、単組
執行部が

「お世話」することができない。

労働組合活動は組合員が参加することが基本です。

それは正規職員でも会計年度任用職員でも変わりま
せん。

会計年度任用職員に関する労使交渉や日常の活動に
は当事者に参加してもらい、要求書の作成や各職場
への報告などについても当事者に分担してもらうよ
う取り組んでいくことが重要です。

「やってあげる」のではなく「共にたたかう」ことを基
本に、単組執行部による「交渉請負」はせず、会計年度
任用職員の自立を促すよう取り組みをお願いします。

12



単組にとって仲間づくりの必要性

同じ仕事をしてもらうのに こんな条件では、働けない。

安く済むならそっちのほうが… もっと良いところを探そう…

会計年度任用職員

へ置き換え

低い労働条件

人は集まらない

正規職員にしわ寄せ



会計年度任用職員の組織化にあたっての課題

□ 先ずは正規職員の組織率１００％にすべきだ！

□ 人員補充は正規職員による補充が組合の方針だ！

□ 正規職員と会計年度任用職員では業務量が違う！

□ 会計年度任用職員から不満の声は聞こえてこない。

□ 会計年度任用職員が組合に入るメリットをうまく説明できない。

□ 正規職員と会計年度任用職員とでは要求内容が異なる。

当事者の声？

それとも・・

正規職員の声？



あきらめない！
継続して取り組もう！

共に頑張りましょう！
15



非正規労働者の
組織化の具体的なすすめ方

「会計年度任用職員 仲間づくり ハンドブック」より

組織拡大オルグ 永井 歩

16

講座2



はじめに（P1)

•このハンドブックは、会計年度任用職員を仲間にむかえる自治
体単組役員の立場から、どのように準備して、どのように声か
けをしていけばよいかなど、会計年度任用職員の皆さんの組合
加入を進めるためのプロセスについて説明しています。

•これまで組織化した単組の経験をあつめてハンドブックを作成
していますが、実際には100単組あれば、100とおりの組織化の
方法があります。単組の実情に応じた計画づくりと行動をお願
いします。

17



基本的な組織化の流れ（P4)

第6ステップ オルグ活動3 組織化後の活動準備

第5ステップ オルグ活動2 組合加入の働きかけ

第4ステップ オルグ活動1 組合員の理解

第3ステップ オルグ計画の策定

第2ステップ 実態把握、組織決定

第1ステップ 執行部の意思固め

18



執行部の意思決定、実態把握（P7)

•執行委員会で協議

（１）執行部の意思決定（三役）一番大事なこと「ぶれない！」

（２）執行委員会で協議

（３）大会などで「会計年度任用職員の組織化」を方針化

「会計年度任用職員の組合加入を進めます。」

•実態把握

•採用・配置状況、労働条件、職務の内容、課題について

19



組織形態（P8)

•職場や単組の状況、結成後の運動のしやすさを考え決める

①自治体単組に加入し、正規職員と同じ評議会や部会で一緒に活
動する

②自治体単組に加入し、会計年度任用職員の協議会を結成する

③会計年度任用職員の単独単組を結成し、自治体単組と共闘して
運動する

20



組合規約の点検（P9)

•規約上、会計年度任用職員が加入できるようになっているか

•組合費を正規職員と別に設定する場合は組合費

•部会や評議会、協議会を結成する場合は補助機関の部分

•改正が必要な場は直近の大会で改正する

21



組織化優先対象職場の検討（P9)

•すべての職場・職種の組織化が対象ですが

•一度に複数職場をすすめるのが難しい場合、優先順位を設定し
順番に組織化を進める

①会計年度任用職員の割合が多い職場

②会計年度任用職員が基幹的な業務を行っている職場

③フルタイムの会計年度任用職員が多い職場

④勤務年数が長い人

⑤とくに労働条件が低い職場

22



組織化優先対象職場の検討（P10)

職場ごとに組織化 全体を組織化

対象
保育職場など、会計年度任用職員が多い
職場を一つずつ組織化

全職場の会計年度任用職員を対象に組織化

利点

・職場の課題を絞りやすい
・組合員の理解を得られた職場からはじ
めることができる
・先に組織化した当事者と一緒に次の職
場の組織化に進むことができる

・会計年度任用職員全体にかかわる課題の
改善に取り組みやすい
・単組の組織力のアップ
・組合の交渉力アップ

課題

・一部の職場の組織化にとどまってしま
い組織化が拡がらないことがある
・会計年度任用職員の課題は一部の職場
だけの組織化では交渉が困難
・計画的に他職場に広げていくことが必
要

・各職場委員が協力するなど、組織化の体
制を整える必要がある
・各職場で少数ずつの加入になった場合、
各職種・職場で条件が違うため要求事項を
まとめにくくなる
・まわりに組合員が少なくて脱退してしま
う
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自治労共済を活用した取り組み（P12）

•組合加入と同時に、総合共済基本型に全員が加入

•任用・勤務形態を問わずメリット「じちろうマイカー共済」

•団体生命共済は、正規職員の組合員と同じメニューで推進する
ことを基本

•任用期間が5年以上見込まれる職場は、長期共済・税制適格年
金の積み立てメリットも
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単組加入の基本的な流れ（P15）

Ⅴ 加入後の活動

Ⅳ 加入の取り組み

Ⅲ オルグスケジュール 役割分担

Ⅱ 対象職の（正規職員の）組合員に説明

Ⅰ 執行委員会で意思決定

25



正規職員の組合員への説明（P15）

• その後の運動のためにも、会計年度任用職員の組合加入の取り組み
は正規職員の組合員の理解と協力が必要

• 特に評議会等で一緒に活動する場合は、今後の運動方針に会計年度
任用職員の処遇改善や雇用継続が含まれるので丁寧な協議が必要

• 正規職員の組合員に、会計年度任用職員の現状や課題、処遇の低さ
がどんな影響があるか学習や意見交換

• 組合員からの反対意見には組織化を進める過程や、組織化後の運動
の中で徐々に理解を深める

• 所属長へ会計年度任用職員の組織化に取り組むことを、事前に説明
しておいた方がオルグ活動がしやすくなる場合もある
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役割分担、スケジュール（P16）

（１）役割分担（推進体制をつくる）

•説明会の案内チラシの配布、職場での加入の呼びかけは、でき
るだけ同じ職場の組合員に協力してもらう体制をつくる

（２）スケジュールを決める

•ある程度期間を決めて集中的に加入活動をする

•加入後、同じ評議会や支部、分会で活動するできるだけ自分た
ちの問題については、自分たちで考え、話し合い、行動できる
ように、会議や集会に参加する機会をつくる
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協議会結成までの基本的な流れ（P21）

協議会結成

賛同者がでてきたら、協議会結成準備会を開き結成の準備をします。

組合説明会や職場オルグで要求内容、運動の目標を示しながら、組合の必要性や活動を説明していきます。

当事者の感じている疑問や不満を整理し、要求内容、運動の目標を考えます。

懇談会、アンケート、交流会などで会計年度任用職員制度の疑問や不満など当事者の声を聞いてみます。
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スケジュールを作成する（P21）

29

•組織化は目標もって臨まないと進まない

•確定交渉までに、次の単組大会までに、など具体的な目標時期



会計年度任用職員の声を聴く、課題を見
つける (1）アンケート（P23）

•なるべく記入しやすく、出しやすいような方法を考える

•会計年度任用職員との接点を作ることを主眼において、アン
ケートを配布するメンバーや説明文に工夫

•全てを開示する必要はありませんが、アンケート結果をニュー
スや報告会で返し、課題の共有をはかることが、その後の組合
加入や協議会結成につながる

•アンケートひな形（P85～）
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◆注意！（P23）

•アンケートを行うと正規職員に対する不満は必ず出る

•不満の原因は、労働条件の格差、本来、当局に向かうべき不満
を言う場がないことで目の前にいる正規職員にむけてしまう

•それが現在の問題点であることを認識し、組織化し当事者がモ
ノを言える場をつくることが必要

•正規職員に向いている不満を当局に向けさせる、職場内の風通
しをよくすることだと理解し、組織化の取り組みを停滞させる
ことなく継続を
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（２）懇談会を開く（P24）

•直接、会計年度任用職員の声を聴く方法

•お昼休みや業務終了後に意見交換の場をつくる

•大人数で集まれない場合は、課ごとなど少人数での意見交換や
5分から10分でも個別に話をするなど声を聴く場をつくる

•目的が分からないと参加者も不安になる

•「今後、一緒に会計年度任用職員の課題を考えていきたい」、
「会計年度任用職員の組合加入（組合結成）をすすめていく」、
「今年の確定期の交渉を一緒に取り組んでいきたい」など
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ここまでの取り組みが終わったら
（P24）
•アンケートや懇談会などで聞こえてきた当事者の思い、職場の
現状を執行委員部で整理し課題をまとめる

•組合への関心度などふまえて、最初につくった全体のスケ
ジュールを点検し、必要に応じて見直す

•組織化した後の要求内容、運動の目標を考える

•しかし、ここで考えるのは、今後の組合説明会で会計年度任用
職員に提案する内容であって、確定したものではない

•実際の要求内容や運動の目標は組織化をすすめながら、または
組織化後に当事者と一緒に作る
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加入にむけてのオルグ、組合の必要性を理解
してもらう (１)ニュース、チラシ配布(P25)

•加入対象者には、手渡しで配布が効果的

•同じ職場や同じ年代の人から配布するなど工夫

•文字だけの長文はさける

•イラストや写真をいれる

•組合用語、略語は使わずわかりやすい言葉を使う

•「分かりやすい説明、話すポイント」（P61）～通じない用語、
難しい言葉（P64）

34



（２）組合説明会（P25）

•長い時間をとらない、多くの人が参加できるよう

•色々な場所（職場）や時間帯で数回開催する

•話しやすい雰囲気を作る、スクールよりロの字に座る、お茶や
お菓子を用意

•反対意見を言う人ほど（組合についてよく考えている）理解を
したあとは積極的に組合に協力してくれることもある

•「話す」ではなく「聴く」を心がける、相手の意見を否定しな
い

•相手にわかりやすい説明の仕方PREP（プレップ）、バックト
ラッキング（オウム返し）
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（３）職場オルグ（P26）

•説明会だけでは全体に伝わらないので職場オルグが必要になる

•職場オルグの前に、執行委員と一緒にまわる組合員と「何のた
めに仲間を増やすのか」「単組の目標」を確認

•想定される質問のQ&Aを作成し共有（参考、組合未加入者からのよくある質問Q&A ）

•オルグの分担やオルグ結果・反応をまとめる(カルテ)と、結果
共有や次回のオルグ計画が立てやすくなる
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（４）会計年度任用職員との交流(P27)

•同じ立場人たちの活動を見ると組合を身近に感じる

•本部・県本部の会計年度任用職員の集会などに参加すすめる

•近隣ですでに活動している当事者を招いての学習会や懇談会開
催や、単組への表敬訪問
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協議会結成の準備(P27）

（準備会）

•賛同者が集まったら結成にむけて準備

•「自分たちがつくった組合」になるように、できるだけ当事者
が考えて協議する時間をつくる

（協議会加入の方法）

•多数が賛同してから協議会を結成する場合と、少数で協議会を
結成し、結成後に組合員を増やす場合

•ケースバイケースですが結成時には一人でも多くいることが望
ましい
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組織化に行き詰ったとき（P29）

•組織拡大の取り組みは計画的に進めることが大切ですが、その
過程では予想外のことが起きたり、組合員や当事者から反対意
見がでたり、説明会に参加者が集まらなかったりするなど、必
ずしも計画通りに進まないことがある

•組織拡大を進めるうえで壁にぶつかったときに、そこで取り組
みをあきらめてしまうのではなく、計画を見直し、現状に合っ
たオルグ方法を県本部の組織拡大担当者と相談しながら考える
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組織化後の活動（P29）

（１）組織化後の運動

• はじめから主体的に活動することは難しいので、はじめは執行部が手伝い、
少しずつ会計年度任用職員が自分たちでできるようする

（２）要求書づくりと団体交渉

• 団体交渉のルールがある場合もできるだけ当事者が参加できるように当局
と協議を

• （３）学習会・交流会

• （４）ニュース発行

• 未加入者にも配布「組合があってよかった」「活動してよかった」ことを
共有化

（５）未加入者への再オルグ

• 取組結果をニュースにし、再度、未加入者への加入オルグを展開
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組合費
基本単組に加入する場合の考え方（P53）

•正規職員の組合員と平等に扱うことを基本に、率で定める方法
で検討

•ただし会計年度任用職員は多くの場合、現状勤勉手当が支払わ
れず、昇給制度が正規職員と違う、また時給・日給の組合員は
賃金が毎月変動、それらを踏まえて決定

•組合費はチエックオフで徴収を（P55）

•チエックオフができない場合は理由の確認

•手集め、労金の口座振替を活用、効率的な徴収方法を工夫
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事例紹介（動画）

▪ 「各務原市会計年度任用職員労働組合誕生までの取り組み」
岐阜県本部 各務原市職員労働組合連合会

▪ 「会計年度任用職員評議会設立について」
山口県本部 長門市職員労働組合

















































評議会設立について

【長門市職員労働組合会計年度任用職員評議会編】

～事前準備・説明会・評議会設立そして現在～

長門市職員労働組合副委員長 田中雄二



立ち上げのきっかけ

労働組合との妥結のないまま施行

初任給は中卒基準！？

賞与の正規職員との格差

パートタイム雇用のみの設定



設立までのスケジュール

1.会計年度任用職員の把握

2.アンケートの実施 ※別紙

3.説明会開催

4.準備委員会の開催

5.設立総会へ



2021.7.19～説明会の開催へ

お弁当の配布で100人参加

組合費やデメリットの説明を

説明会の様子→

説明会は7/19から3日間

の昼休みと夕方を利用
して開催しました。



準備委員会から評議会設立

喫煙所にチャンスあり

組合費を決定

評議会規則を作成

設立総会へ

準備委員会の様子→

準備委員会には説明会
参加者の中から本庁の
各フロア、保育職の方数
名を選出して案内



立ち上げからの１年

説明会と学習会

基本組織や関係団体の事業に参加

臨時総会と交流会

設立総会で山﨑議長が

あいさつしている様子→



最後に

基本組織の立ち位置

説明と理解

楽しい活動を

基本組織交流事業
シーカヤック体験の様子→



会計年度任用職員の皆さまへ
（組合アンケートご協力のお願い）

私たち長門市職員労働組合は市で働く職員で構成された労働組合です。

労働組合は、賃金・労働条件の改善について、労働者の代表として使用者（市長）と対等な立場で話し合うためのグループ（組織）です。

例えば、皆さまに関係するところでは、臨時・パート職員の休暇制度について、正職員と同等にするよう、これまでも継続して要求を行っ
ているところです。

このたび、会計年度任用職員制度がスタートし、会計年度任用職員の皆さまにおいても、継続して市役所で働くことが可能になったことか
ら、職員労働組合では会計年度任用職員の賃金・労働条件の改善にむけて、皆さまのご意見・ご要望を職員全体の意見として、より一層の
とりまとめを行い、組合意見へ反映出来るよう、会計年度任用職員の皆さまの組合加入を推進していきたいと考えています。

その第一段階として、本アンケートを実施したいと思いますので、まずは、皆さまの率直なご意見を、お聞かせください。

[参考] 他市に比べ、本市の会計年度任用職員の一時金（ボーナス）は、半額程度です。この点は、今年度の最重要交渉事項と考えています。

2020年8月 日

長門市職員労働組合 委員長 田中和宏 （市民活動推進課）

副委員長 桑原紀聖 （産業戦略課）

副委員長 岡本有加里（市民活動推進課）

書記長 田中雄二 （建築住宅課）

書記次長 實廣益行 （子育て支援課）

書記次長 中野雄太 （都市建設課）

書記次長 好永浩晃 （地域福祉課）



（組合アンケート）

以下の質問内容について、“✓” 若しくは、ご意見を、記載してください。

本アンケートの回答について、個人を特定し、組合活動に利用することはありません。

1 あなたの年齢・性別をお答えください

☐ １０代 ☐ ２０代 ☐ ３０代 ☐ ４０代 ☐ ５０代

☐ ６０代～ ☐ 男性 ☐ 女性

2 今の仕事内容について

☐ 満足している ☐ どちらかというと満足 ☐ どちらかというと不満

☐ 不満である

☐ その他( ）

3－① あなたの職場環境への不満はありますか？

☐ ある ☐ ない

3－② 不満がある場合、どのようなものですか？

☐ パワーハラスメント ☐ セクシュアルハラスメント ☐ 人間関係

☐ その他( ）

4 勤務日数、時間について

☐ フルタイムで働きたい

☐ もっと短い時間または少ない日数で働きたい

☐ 今のままでいい（現在の勤務時間 時間 分 週 日出勤）

☐ その他( ）

5 働き方について

☐ 会計年度任用職員としてできるだけ長期で働きたい

☐ １年または２～３年の短期間で考えている

☐ できれば正規職員として働きたい

☐ 先のことはわからない

☐ その他( ）

6 賃金・労働条件について要望改善したいことは何ですか（複数回答可）

☐ 月給（日給、時給）や一時金のアップ

☐ 昇給制度の改善

☐ 休暇の付与または拡大（夏期、病気、慶弔、結婚、育児介護など）

☐ 職場環境の改善（休憩室の設置や、職場の作業スペースの改善など）

☐ 仕事の役割分担、業務量、責任など業務内容の変更

☐ 福利厚生の改善

☐ その他（ ）

7－①. 組合では、働きやすい職場づくりのため、一人ひとりの声を届けたいと考えて
います。組合加入についてどう思いますか？

☐ 働きやすい環境を作るために一緒に活動したい

☐ 組合について説明を聞きたい

☐ 仕事や職場のことについて相談に乗ってほしい

☐ 会計年度任用職員に組合は、必要ない

☐ わからない

☐ その他（ ）

7－② 会計年度任用職員が組合に加入する場合、組合費の月額はどの程度が妥当と思
いますか？

≪参考≫ 正職員の場合 給料月額150,000円×15/1000+500円＝2,750円

☐ 正職員と同等

☐ 月額1,500円（固定） ☐ 月額1,300円（固定） □ 月額1,000円（固定）

☐ 月額500円（固定）

☐ その他（ ）

※ 組合には、組合員への慶弔費（冠婚葬祭・傷病・出生等）の支給など、独自の福
利厚生活動を行っています。諸制度を会計年度任用職員の皆さまへ適用しようとした場
合、組合費は、最低でも、1,300～1,500円が妥当であると試算しています。

≪参考≫ 正職員の場合 結婚20,000円・出生10,000円・傷病10,000円

死亡（配偶者・子20,000円、親10,000円）etc…

ご協力ありがとうございました。

＜お問い合わせ先＞ 長門市職員労働組合 TEL 0837-23-1184









模擬オルグ
動画視聴と解説



動画1 意見交換会 解説1
仲間づくりハンドブックP62

▪ 設定 就業時間後の意見交換会
2022年10月に秋闘アンケートを会計年度任用職員にも行う。秋闘の交渉結果報告を兼ねて
意見交換会を開催。

▪ 意見交換の目的は、未加入者の職場での仕事の様子や思いを聞くこと

▪ 組合の集まりには未加入者は警戒し、緊張している

▪ いきなり悩みや課題を聞き出すのではなく、まずは「はい」「いいえ」で答えれる質問や答えが決まっ
ている質問からはじめる

▪ 徐々に職場の課題や不満などを聞き出していく

▪ 参加者は問いかけにすぐに答えがかえってこないことが普通。考える時間をつくることが必要

▪ 問いかけたあとの沈黙を恐れず、相手が自分のタイミングで話し出せるように、「間」をつくる



動画1 意見交換 解説2

▪ 相手の話を聞くことが目的なので、組合からの情報提供は必要最低限にする
（一度にすべてを説明しようとしない）

▪ 制度や法律、労働組合に関することは相手に合わせた情報量をわかりやすい言葉で伝える

▪ 参加者は組合の集まりに参加したことで正規職員との関係悪化や当局から目を付けられので
ないかと不安を感じている。不安は出来る限り解消しておく。

▪ 組織化のための意見交換会なので、必ず次の組織化オルグにつなげるようにする

▪ 次の予定も決めて参加者にはその場で周知する

▪ 次回予定が決まっていない場合でも組合のめざす方向や計画中の企画を伝える



動画2 組合説明会 解説1

▪ 設定 昼休み組合説明会

組合役員役が組合の活動について説明、なぜ組合に入ってもらいたいのかを説明する。
会計年度任用職員から質問され組合役員が答える

▪ ゆっくり、はっきり、わかりやすい言葉で伝える
「会計年度任用職員仲間づくりハンドブック」P61「わかりやすい説明 話すポイント」
P64ページ「通じない用語、難しい言葉」

▪ 略語は使わず、組合用語もなるべく使わないようにする。組合用語や一般的には使わない言
葉には説明を加えるなど工夫する

▪ 第一印象が大切 清潔感のある服装、正しい姿勢、そして笑顔！



動画2 組合説明会 解説２

▪ 未加入者の認識が間違っていたり、組合に対するマイナスイメージの意見が出ても、否定せず
にまずは受け止める

▪ 組合活動を否定したり、過去のトラブルを持ち出されるなどネガティブな質問には、最低限必
要な説明をし、組合のプラス面を説明する

▪ 過去に出された質問や、よく聞かれる質問については予め答えを考えておく
参考資料 仲間づくりハンドブック

▪ 組合で勝ち取ったことなど具体的な事例をいれて説明するとわかりやすい

▪ 説明会では必ず組合加入書を用意しその場で加入書を書いてもらう

▪ その場では「入らない」または「少し考えたい」という人に対してはそのままにせず、後日、職場を
訪ねるなど必ず後追いする



動画3 職場での声かけ 解説
仲間づくりハンドブックP26

▪ 職場オルグは組合役員だけでなく同じ職場の組合員にも協力してもらいましょう

▪ オルグにまわる組合員とはオルグ前に位置統一をしておく

▪ 未加入者からのよくある質問をQ&Aを作成し、オルグをする組合員と共有しておく
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